
9 広報なかがわ　平成22年11月10日 8広報なかがわ　平成22年11月10日

れ
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。

■
湖
や
沼
で
は
、
ど
の
よ
う
に
水

が
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

　

湖
や
沼
な
ど
水
の
流
れ
が
少
な

い
自
然
の
水
域
に
つ
い
て
は
、

富
栄
養
化
へ
の
対
策
と
し
て
、
水

質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
き
、
窒
素

と
リ
ン
に
つ
い
て
排
水
基
準
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※

富
栄
養
化
と
は
、
水
中
の
窒
素
や
リ
ン

等
が
増
加
し
、
水
中
生
物
の
繁
殖
が
活
発

に
な
る
こ
と
で
す
。

■
日
本
で
起
き
た
水
質
汚
濁
被
害

「
水
俣
病
」

　

熊
本
県
水
俣
湾
で
発
生
し
、
化

学
工
場
が
海
に
流
し
た
廃
液
の
メ

チ
ル
水
銀
が
原
因
の
公
害
病
で
す
。

「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
」

　

富
山
県
神
通
川
流
域
で
発
生
し
、

上
流
の
鉱
山
の
精
錬
に
伴
う
未
処

理
排
水
の
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
原
因
の

公
害
病
で
す
。

「
ア
オ
コ
」

　

滋
賀
県
の
琵
琶
湖
で
発
生
し
、

富
栄
養
化
に
よ
っ
て
微
細
藻
類
が

異
常
に
増
え
た
こ
と
が
原
因
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物

質
の
排
出
抑
制
と
廃
棄
物
の
適
正

処
理
を
図
る
た
め
に
、
廃
棄
物
の

焼
却
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
、
違
反

す
る
と
罰
則
（
５
年
以
下
の
懲

役
、
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
）
が
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
事
業
活

動
に
よ
り
出
る
紙
・
木
く
ず
な
ど

を
野
外
（
ド
ラ
ム
缶
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
、
家
庭
用
焼
却
炉
等
）
で
焼
く

「
野
焼
き
」
は
、
一
部
の
例
外
（
法

令
の
基
準
に
適
合
し
た
焼
却
施
設

で
の
焼
却
、
ど
ん
ど
焼
き
や
病
害

虫
防
除
の
芝
焼
き
な
ど
）
を
除
い

て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
保
全
や
再
資
源
化
の
た
め

に
も
、
町
指
定
の
ご
み
収
集
や
指

定
の
処
理
施
設
へ
の
搬
入
な
ど
に

よ
り
適
正
に
処
理
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課
生
活
環
境
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

　

農
作
業
や
日
常
生
活
を
と
も
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
と
外
国

人
と
の
国
際
交
流
を
深
め
て
も
ら

お
う
と
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ウ
ィ
ー

ク
エ
ン
ド
ｉ
ｎ
那
珂
川
」
が
10
月

８
日
か
ら
２
泊
３
日
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
る
こ
の

行
事
は
、
今
回
で
ち
ょ
う
ど
30
回

目
と
な
り
ま
し
た
。 

　

10
月
９
日
に
は
、
福
島
泰
夫
さ

ん
（
芳
井
）
の
水
田
で
、
小
雨
ま

じ
り
の
天
気
と
な
っ
た
も
の
の
、

県
内
在
住
の
外
国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
や
留
学
生
な
ど
29
人
、

町
内
の
児
童
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
々
な
ど
総
勢
１
２
０
人

が
参
加
し
て
、
春
に
植
え
た
稲
の

収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ

ム
出
身
の
グ
ェ
ン
・
テ
ィ
・
ル
エ

ン
さ
ん
に
収
穫
体
験
を
し
た
感
想

を
聞
く
と
、「
初
体
験
で
し
た
が

楽
し
か
っ
た
で
す
。
勉
強
に
な
り

ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
後
に
は
、「
芳
井
夢
の

会
」「
舟
戸
元
気
か
い
」
な
ど
の
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
手

作
り
の
料
理
や
、
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
作
っ
た
長
さ
10
ｍ
を
超

え
る
海
苔
巻
き
、
つ
き
た
て
の
餅

に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
昼
食
後

に
は
、「
Ｙ
ｏ
ｓ
ａ
ｋ
ｏ
ｉ
那
珂

川
ゆ
め
っ
こ
」
に
よ
る
よ
さ
こ
い

踊
り
や
、
韓
国
出
身
の
ユ
ン
・

ジ
ョ
ン
さ
ん
に
よ
る
韓
国
の
民
族

衣
装
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
今
年
獲
れ
た
米
と
ま
ゆ

細
工
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
が
お

土
産
に
配
ら
れ
、
外
国
人
の
参
加

者
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

水質汚濁を防ぐために

環境総合推進室
☎0287－92－1110

■
工
場
な
ど
か
ら
の
排
水
に
は
ど

の
よ
う
な
基
準
が
あ
り
ま
す
か
？

　

工
場
な
ど
か
ら
の
排
水
は
、
河

川
や
下
水
道
に
流
さ
れ
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
工
場
な
ど
で
は
一
般
家

庭
と
違
い
、
排
水
の
汚
れ
が
ひ
ど

か
っ
た
り
、
特
殊
な
薬
品
が
混

ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
う

し
た
排
水
を
そ
の
ま
ま
河
川
や
下

水
道
に
流
す
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪

影
響
が
出
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
工
場
な
ど
の
排
水
に

対
し
て
は
、
全
国
で
下
水
道
に
流

す
こ
と
が
で
き
る
排
水
基
準
が
定

め
ら
れ
、
こ
の
基
準
に
適
合
し
た

排
水
で
な
け
れ
ば
流
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
基
準
値
を
上
回
る
排

水
の
場
合
に
は
、
排
水
処
理
施
設

で
基
準
値
を
下
回
る
よ
う
に
処
理

し
て
か
ら
、
河
川
や
下
水
道
に
流

さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
都
道
府
県
に
よ
っ
て
は
、

よ
り
厳
し
い
排
水
基
準
が
設
け
ら

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知らせします。
調 査 項 目　健康項目、生活環境項目、その他
採　水　日　平成22年８月９日、24日
採 水 場 所　１．周辺環境水　　　①投棄地直下河川、②小口川上流
　　　　　　２．投棄現場浸出水　③投棄地下流側観測井、④投棄地内観測井
調 査 結 果　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ　馬頭処分場整備室那珂川分室　☎0287－92－1411
　　　　　　環境総合推進室　　　　　　　☎0287－92－1110

不法投棄現場周辺の水質分析結果（平成22年度第２回年間変動調査分）栃木県の 最低賃金
時間給 697円

　特定の産業には産業別最低賃金が定めら
れています。
　詳しくは、栃木県労働局賃金室（☎028
－634－9209）または、最寄りの労働基
準監督署にお問い合わせください。

平成22年10月７日発効

ご
み
の
「
野
焼
き
」
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
福
祉
基
金
へ

二
万
円　

㈱
関
東
フ
ー
ズ
様

○
図
書
館
へ

図
書
「
け
い
お
ん
」
２
冊

　
　
　
　

友
田
哲
也
様
（
馬
頭
）

図
書
「
お
道
の
視
点
か
ら
」

　
　
　
　

高
野
成
人
様
（
馬
頭
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
33
回
）

一
万
一
千
六
百
円

　

カ
ワ
サ
キ
ト
ー
ヨ
ー
住
器
様

十
万
円　

佐
藤
勝
夫
様
（
小
川
）

　平成22年工業統計調査が12月31日現在で実施
されます。12月から来年１月にかけて調査員が
お伺いします。
　なお、調査票の内容については、統計法に基づ
き秘密が厳守されますので、正確なご記入をお願
いします。
　　　http://www.meti.go.jp/statistics/
　　　　経済産業省・栃木県・那珂川町

製造事業所の皆様へ
工業統計調査にご協力ください

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

ｉ
ｎ
那
珂
川 

２
０
１
０
秋
稲
刈
り

　

去
る
10
月
17
日
、
24
日
の
２
日

間
、
宇
都
宮
市
を
中
心
に
県
内
各

地
で
開
催
さ
れ
た
県
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
町
対
抗
の
部
に
那
珂
川
町

か
ら
は
11
種
目
、
総
勢
１
０
２
名

の
選
手
が
出
場
し
、
次
の
種
目
で

上
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

軟
式
野
球　
　
　
　
　

優　

勝

硬
式
テ
ニ
ス　
　
　
　

優　

勝

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

準
優
勝

壮
年
男
子
50
ｍ
背
泳

優　

勝　

荒
牧
恵
文
さ
ん（
片
平
）

壮
年
Ａ
男
子
３
０
０
０
ｍ
走

優　

勝　

鈴
木　

誠
さ
ん（
健
武
）

成
年
男
子
走
高
跳

優　

勝　

飯
田
和
也
さ
ん（
小
川
）

成
年
男
子
１
０
０
ｍ
走

第
３
位　

斉
藤
拓
也
さ
ん（
小
口
）

　

９
月
23
日
に
宇
都
宮
市
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
卓
球
選
手

権
大
会
栃
木
県
予
選
会
の
ジ
ュ
ニ

ア
の
部
（
高
校
２
年
生
以
下
）
で

川
上
愛
可
さ
ん
（
真
岡
女
子
高
１

年
）
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
尾
島
奏
穂
さ
ん
（
市

貝
中
１
年
）
と
川
上
さ
ん
は
小
川

卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
先
輩
後

輩
で
、
二
人
は
来
年
１
月
に
東
京

体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
「
〜
地
域
に
根
づ
く　

思
い
や

り
の
心
と
福
祉
の
輪
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
５
回
那
珂
川
町
福
祉
ま

つ
り
が
10
月
16
日
、
小
川
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
共
生
館
前

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
陸
上
自
衛
隊

に
よ
る
屋
外
炊
具
車
の
展
示
や
福

祉
体
験
、
模
擬
店
な
ど
37
団
体
が

出
店
し
、
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
中
に
は
「
な

か
ち
ゃ
ん
」
も
登
場
し
、
一
緒
に

場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で

那
珂
川
町
の
選
手
が
活
躍

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
県
予
選
）
で

川
上
愛
可
さ
ん
（
小
川
）
が
準
優
勝

「
第
５
回
那
珂
川
町
福
祉
ま
つ
り
」
で

に
ぎ
わ
う

※


